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資 料 配 布

件 名 国営平城宮跡歴史公園
第一次朝堂院の広場整備を行います。

◇整備の概要

国営平城宮跡歴史公園では、往時の平城宮の空間を表現すること

を目指し、第一次朝堂院の広場整備を行います。

広場整備により、復原された第一次大極殿を正面に見ながら、往

時の広がりが体感できるようになります。

◇工事予定期間
概 要

平成２６年５月中旬～平成２６年８月（予定）

※工事期間中は、来訪者の安全確保のため工事区域は立ち入り防

止フェンスを設置しますので立ち入りができません。

※宮跡内を資材搬入等の車両が走行しますが、来訪者の安全に十

分に留意しますのでご協力をお願い致します。

◇工事場所
平城宮跡内（奈良市佐紀町地先）
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配布場所 奈良県政・経済記者クラブ 奈良県文化教育記者クラブ
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国土交通省 近畿地方整備局 国営飛鳥歴史公園事務所 平城分室

副所長 山田 和之

問合せ先 工務第二課長 桑田 隆男
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国営平城宮跡歴史公園

第一次朝堂院の広場整備を行います。

◇整備の概要

１．整備の目的

国営平城宮跡歴史公園では、往時の平城宮の空間を表現することを目指し、

第一次朝堂院の広場整備を行います。

広場整備により、復原された第一次大極殿を正面に見ながら、往時の広がりが

体感できるようになります。

（位置図）

※工事期間中は、来訪者の安全確保のため、工事区域は立ち入り防止フェンスを設置しま

す。

※宮跡内を資材搬入等の車両が走行しますが、来訪者の安全に十分に留意しますのでご

協力をお願い致します。
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２．整備にあたって配慮した事項

本工事では、真砂土にセメントを４％（重量比）添加した上で敷き均し転

圧を行い、広場を整備します。

真砂土は御所産及び平群産を使用することとし、併せて室内透水試験を実

施し、試験の結果、透水性がよいこと（透水係数 6.4×10-3～1.6×10-2 cm/s）

を確認しました。

また、地下遺構保護のため、建設機械の自動制御やナビゲーションによる

品質、精度の向上を図る情報化施工技術を活用した施工を行います。

なお、平成24年4月から、２地点で地下水位のモニタリングを実施しており、

今後も継続して行っていきます。

◇工事内容

・広場整備 45,660 m2（表層：真砂土10cm、路盤：砕石10cm）

・表面はぎ 2,500 m3

・透水型側溝 210 m (30cm×30cm)

構造図
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表層 真砂土（セメント４％混入）

路盤 切込砕石
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盛土（平成24年度施工済）


